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環境像（案）・基本方針（案）について 

 
基本体系（望ましい環境像、基本方針）の考え方 
新たな「府中市環境基本計画（以下、次期計画という。）」の基本体系（望ましい将来像、

基本方針）の設定における考え方を以下に示します。 
基本体系の考え方 

①望ましい 
 環境像 

・現行計画では、府中市環境基本条例に掲げられた基本理念に基づき、計画をイメー
ジしやすく計画のキャッチフレーズとなるような「人も自然もいきいきする環境都市・府中」
と設定している。次期計画でも、市のめざすべきゴールを明確にし、イメージ共有を図
りやすくするため踏襲し、「○○府中」というようなフレーズとする。 

②基本 
 方針 

・現行計画では、5 つの「基本方針」（水と緑、安全・安心、文化的で快適、低炭素・
循環型社会、環境パートナーシップ）を設定しているが、昨今の環境を取り巻く情勢や
府中市の環境を踏まえて、基本方針の体系を見直す。 

【参考】 
基本理念 

府中市環境基本条例 
第 3 条 環境の保全は、市民が健康で安全かつ暮らしやすい生活を営む上で必要とす
る良好で快適な環境を確保し、これを将来の世代へ継承していくことを目的として行わ
なければならない。 
2 環境の保全は、環境への負荷が少ない持続的な発展が可能なまちづくりを目的とし
て、全ての者の積極的かつ自主な取組と相互の協力によって行わなければならない。 
3 地球環境の保全は、全ての事業活動及び日常生活において推進されなければなら
ない。 

 
基本体系（案）の検討 
前述の考え方に基づき、基本体系（望ましい環境像・基本方針）の案を検討しました。 
 
望ましい環境像、基本方針の検討方針 

基本理念を踏まえ、めざすべき望ましい将来の姿、その実現のために必要な基本的な目標

が明確となるよう見直します。 
望ましい環境像については、基本理念に基づき、また現行計画の環境像である「人も自然

もいきいきする環境都市・府中」の思いを継承するものとします。 
基本方針は主要課題の整理結果を踏まえた 5つの方針としています。5つの基本方針はど
れも相互に関わり合い切り離すことができないものであり、統合的な向上によってすべての

目標を実現するものとします。 
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望ましい環境像、基本方針（案） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
※1 代替案①「人と自然が共生するまちを目指します」 
※1 代替案②「人と自然が調和したまちを目指します」 

 
 
 

 
望ましい環境像検討における要素 

①「地域から地球へ」 
世界規模での脱炭素社会の実現に向けた取組を、基礎自治体の府中市から何ができるかを

考え、行動していくことが重要だと考えます。ひとりひとりの行動が、ひとつの地域を変え

て、地球を変えていく方向性を打ち出すことが必要だと考えます。 
②「みんなで創る」 
府中市環境保全センターを中心とした、市民、事業者、行政の環境パートナーシップを生

かして、協働での課題解決を図ります。また、府中市は大規模事業者や大学が立地し、環境

に関する知の集積があることから、連携を深め、その強みを生かしていきます。 
③「持続可能なまち」 

５つの基本方針（案） 

望ましい環境像（案） 
「地域から地球へ みんなで創る 持続可能なまち 府中」 

基本理念 

協働・連携のための
環境が整ったまちを

目指します 

安全・安心・快適に暮らせる
文化的なまちを目指します 

人と自然が調和し豊か
なめぐみが得られるま
ちを目指します 

循環型のまちを 
目指します 

脱炭素型のまちを 
目指します 

基本理念・環境像・基本方針のイメージ 

※1他案も検討中です 
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SDGsの基本的な理念である「誰ひとり取り残さない」のもと、経済、社会、環境の３つ
の側面のバランスのとれた、持続可能なまちを目指します。 
都市としての快適さを保ちながら、社会に優しく環境に配慮した、未来につながるまちを

様々なパートナーシップで実現していきます。 
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新計画の基本方針（案） 

 
  

基本方針（案）  ※基本施策（施策の方向性）は例示 
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基本方針 2 
脱炭素型のまちを目指します 
（地球温暖化・気候変動への

対応） 

基本方針 3 
循環型社会の形成・循環型の

まちを目指します 
（資源循環・廃棄物）

基本方針 1 
人と自然が調和し豊かなめぐみ
が得られるまちを目指します※ 

（自然環境） 

基本方針 4 
安全・安心・快適に暮らせる
文化的なまちを目指します
（生活環境・歴史・文化） 

基
本
理
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望
ま
し
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将
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案
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府
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・自立分散型社会の形成・地
域資源の活用 

 
・事業者・大学との連携によ
る新たな取組みの創出 

 
・環境保全活動センターを活
用したネットワーク構築 

 
・環境教育・環境イベント等
の推進 

 
・情報発信の充実 

等

・省エネルギーの推進 
・水素エネルギーの普及促進 
・再生可能エネルギー導入促進 
・環境に配慮したまちづくり（都市・建物・
交通） 

・気候変動への対応 
・防災対策     等 

・ごみの排出量の削減 
・再利用の促進 
・再資源化の促進 
・脱プラスチックの推進 
・ごみの適正処理の推進     等 

・水辺の保全と活用 
・緑の保全と活用 
・身近な自然の維持 
・生物多様性の理解促進 
・特定外来生物等への対応     等 

・大気環境の保全 
・水環境の保全 
・土壌の環境保全や他の公害対策 
・化学物質等の適正管理 
・快適できれいなまちづくり（まちの環境美
化） 

・歴史的・文化的環境の保全     等 

地球温暖化対策地域推進計画 

※基本方針 1の文言は他案もあり 

生物多様性地域戦略 
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【参考】現行計画の施策体系 

 


